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I-Style

東北のほぼ中心、盛岡市と仙台市の中間にある一関市

は古くから岩手県南、宮城県北エリアの中核を担ってき

ました。2005年９月20日に一関市、花泉町、大東町、千厩
町、東山町、室根村、川崎村の７市

町村が合併。’11年９月26日には藤

沢町と合併し、「人と人、地域と地

域が結び合い、未来輝く　いちの

せき」を目指して確かな歩みを進

めています。

　市立舞川小6年の千葉天
たか

斗
と

君。4歳から本格的に体操競技

を始めて9年目の選手です。
　11月、静岡市で開かれた全

国ブロック選抜U-12体操競技

選手権大会で種目別「ゆか」と
「あん馬」で堂々の2位に輝き

ました。会場入りした瞬間、「う

まい選手がたくさんいて緊張し

た。できることを精一杯やろうと思った」そう。鉄棒で

失敗したものの、「失敗を恐れず思い切りやろう」と直

後に臨んだ「ゆか」で9.700、「あん馬」で9.600の高得

点をたたき出しました。
　「夢は？」との質問に

「体操でオリンピックに

出たい」と澄んだ瞳で

答える凛とした表情が

印象的でした。

いちのせきの広報誌
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I-Style（いちのせきスタイル）は、岩手県一関市が発行する広報誌です。中東北の拠

点都市を目指して独自のスタイルで前進する誇り高きいちのせき（Ichinoseki）のイ

ンプレッション（Impression＝感動）、インテリジェンス（Intelligence＝知的情報）と

インフォメーション（Information＝お知らせ）を伝え、古里の魅力を、価値を、エネル
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勝部修市長に報告に訪れた千葉天斗君（前列㊨）が所属する一
関ジムキッズ体操クラブの選手たち。前列㊥は東北ジュニア体
操競技・新体操選手権ジュニアＢクラスで個人総合２位に入賞
した千葉叶君（奥州市立衣里小５年）、㊧は同ジュニアＣクラス
種目別平行棒で３位に入賞した木村拓哉君（山目中２年）
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Power
OF COMMUNITY
新春特集★明日を開く地域の力

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

を
凌り

ょ
う
が駕

す
る
よ
う
な
惨
劇
が
起
き
た
。
東
日

本
大
震
災
で
あ
る
。

　

巨
大
地
震
と
大
津
波
と
い
う
自
然
災
害

に
原
発
事
故
と
い
う
社
会
災
害
が
重
な
っ

た
国
内
史
上
最
悪
の
大
震
災
。
事
態
は
、
従

来
の
安
全
の
常
識
を
次
々
と
覆
し
、「
想
定

外
」
と
い
う
言
葉
が
流
行
語
の
よ
う
に
飛
び

交
っ
た
。

　

当
市
も
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
、
全

域
で
停
電
や
断
水
が
続
い
た
。
こ
う
し
た

中
、「
自
分
の
こ
と
は
後
回
し
」
で
被
害
の
大

き
い
沿
岸
被
災
地
に
駆
け
つ
け
た
人
た
ち

が
い
る
。
藤
沢
地
域
第
24
区
自
治
会
の
防

災
リ
ー
ダ
ー
佐
藤
幸
生
さ
ん
も
そ
の
一
人
。

地
震
発
生
後
、
自
治
会
内
を
巡
回
し
て
自

治
会
員
の
安
否
を
確
認
す
る
と
、
15
日
に
は

徳
田
地
区
自
治
会
協
議
会
の
一
員
と
し
て

軽
ト
ラ
ッ
ク
に
物
資
を
積
み
込
み
、
宮
城
県

気
仙
沼
市
や
南
三
陸
町
へ
向
か
っ
た
。

　

「
気
仙
沼
は
妻
の
古
里
。
南
三
陸
は
隣
町
。

被
害
の
大
き
い
地
域
を
支
援
す
る
の
は
当

然
」
と
き
っ
ぱ
り
。
さ
ら
に
、
４
月
以
降
は
、

藤
沢
地
域
に
避
難
し
て
き
た
沿
岸
被
災
地

の
人
た
ち
を
物
心
両
面
で
支
え
て
い
る
。
佐

藤
さ
ん
は「
三
陸
と
内
陸
は
一
つ
。
支
援
と

い
う
よ
り
、
復
興
へ
向
け
て
心
を
寄
り
添
い
、

共
に
歩
い
て
行
く
こ
と
が
大
事
」
と
言
う
。

　

東
日
本
大
震
災
は
、
私
た
ち
の
価
値
観

を
大
き
く
変
え
た
。
多
く
の
人
が
家
族
や
地

域
の「
絆
」
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
震
災

を
機
に
、
市
民
の
安
全
・
安
心
へ
の
意
識
や

関
心
は
日
を
追
う
ご
と
に
高
ま
っ
て
い
る
。

「
想
定
外
」
を
踏
ま
え
た
災
害
に
強
い
ま
ち
、

災
害
に
強
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
構
築
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

新
春
に
当
た
り
、
心
を
寄
り
添
え
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
共
に
生
き
て
い
け
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
に
つ
い
て
考
え
る
。

Chinoseki

I-StyleChinoseki

さとう・こうき

1978年藤沢町生まれ。04年

に旧藤沢町自治会協議会が

主催した地域防災リーダー

養成研修を終了し、藤沢地域

第24区自治会防災リーダー

に。一関市消防本部消防長か

ら消防・防災セミナー指導者

の認定を受け、地域防災活動

の中心的役割を担っている。




